Examples in Kotoba no yachimata （詞八衢） : A Comparison with Shinsen Jikyo （新撰字鏡） Owned by Museum of Motoori Norinaga by 渡辺 さゆり & Sayuri Watanabe
『詞八衢』証例に関する一考察
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尚，『詞八衢』の 27 の証例を出現順に 01 ～ 27 とナンバリングし，証例ごとに例語と
証例の内容を記載，次行に「宣長自写本」の該当条文を記載した。また「※」以下は筆者
による補注である。
01，あがく　　新撰字鏡に踠阿加久とあり （上巻 17 丁ウ）
　　宣長自写本：踠　胡蘭反上蹀也踊也馬奔走皃阿加久 （22 丁ウ下段）
※ 12 阿加久に朱合点
02，すみやく　新撰字鏡に 悍惶遽也於地加志古彌須彌也久 （上巻 20 丁ウ）
　　宣長自写本： 　惶遽於地加之古弥須弥也久 （85 丁オ下段）
※於地加之古弥須弥也久に朱合点
03，なへぐ　字鏡に ﾊ足奈戸久馬 （上巻 21 丁ウ）
　　宣長自写本： 　才安反足奈戸久馬 （35 丁オ上段）
※足奈戸久馬に朱合点
04，まじろく　字鏡に暄ﾊ目數動貌萬志呂久とあり （上巻 22 丁ウ）
　　宣長自写本：暄　戸澗市忍二反開闔目数動皃万志呂久又目太太久 （17 丁ウ）
※万志呂久に朱合点，目太太久に朱合点
05，ゑなぐ　字鏡に ﾊ出氣息心呻吟也惠奈久 （上巻 23 丁ウ）
　　宣長自写本： 　許伊反出気息心呻吟也惠奈久又佐万与不又 （18 丁ウ）
※惠奈久に朱合点，佐万与不に朱合点
06，おびやす　字鏡に愶又 於比也須とある 13 （上巻 34 丁ウ）
　　宣長自写本：愶 　同今作脇虚業反怯於比也須 （78 丁オ上段）
※於比也須に朱合点
07，てらはす　字鏡に衒天良波須とあり （上巻 38 丁オ）
　　宣長自写本：衒　胡麵戸見二反古文作昡乱也佰也天良波須又賣 （77 丁ウ下段）
※天良波須に朱合点





09，しこづる　字鏡に譖ﾊ讒也志己豆（ｼｺﾂﾞ）とあり （下巻 03 丁オ）　
　　宣長自写本：譛　側禁烏禁二反去毀也 也志己豆 （25 丁オ上段）
※也の下に青で○印，志己豆に朱合点
10，あわつる　字鏡に惶急阿和豆（ｱﾜﾂ）とあり （下巻 04 丁オ）
　　宣長自写本：惶急　驚失意也於比由又阿和豆 （87 丁ウ下段）
※阿和豆に朱合点
11，ゆづる　字鏡に煠ﾊ以菜入湯云々奈由豆（ﾅﾕﾂ）とあり （下巻 04 丁オ）
　　宣長自写本：煠濈 　同土洽徒牒二反以菜入漏湯曰煠 也奈由豆 （10 丁ウ上段）
※奈由豆に朱合点，漏の右傍に墨で○印，上欄→涌　右傍に墨で〇
印
12，あがふ　字鏡に安賀布（ｱｶﾞﾌ）などあり （下巻 09 丁ウ）
　　宣長自写本： 　古候反去贖也阿加不 （80 丁オ上段）
※阿加不に朱合点








15，こぶる　字鏡に媚ﾊ古夫（ｺﾌﾞ） （下巻 17 丁ウ）
　　宣長自写本：嫵　無主反媚也古夫 （29 丁オ上段）
※古夫に朱合点
16，しわむ　字鏡に を於毛氐志和牟（ｼﾜﾑ）などあり （下巻 27 丁ウ）
　　宣長自写本： 　測板○上々 面 於毛氐志和牟 （16 丁オ上段）
※○の右傍に「反ｶ」
※ 於毛氐志和牟に朱合点
17，つひゆる　字鏡に瘠豆比由（ﾂﾋﾕ）とあり （下巻 35 丁オ）




18，あなくる　又字鏡に 阿奈久留 （下巻 40 丁ウ）
　　宣長自写本： 　阿加利阿加利奴又阿奈久留 （９丁ウ上段）
※阿加利阿加利奴に朱合点，阿奈久留に朱合点




20，おぎのる　字鏡に賖於支乃利 （下巻 41 丁オ）　
　　宣長自写本：賖　式 反貫也於支乃利 （80 丁オ上段）
※於支乃利に朱合点，貫の左傍に「貰ｶ」
21，くさる　字鏡に ﾊ伊比久佐禮利（ｲﾋｸｻﾚﾘ）と見えたり （下巻 42 丁オ）
　　宣長自写本： 　烏外反去又於 反伊比久佐礼利 （32 丁ウ上段）
※伊比久佐礼利に朱合点
22，つゞしる　字鏡に ﾊ左加奈豆々志留と見えたり （下巻 43 丁ウ）
　　宣長自写本： 　左加奈豆々志留 （34 丁オ上段）
23，つはる　字鏡に ﾊ孕始兆也豆波利乃登支 （下巻 43 丁ウ）
　　宣長自写本： 　壬坏反孕始兆也豆波利乃登支 （８丁ウ上段）
※豆波利乃登支に朱合点
24，にじる　字鏡に蹹ﾊ不弥尓志留と見えたり （下巻 44 丁オ）
　　宣長自写本：跌　結結反入差也 也蹶也踢也不牟又尓志留 （23 丁オ下段）
※不牟に朱合点，尓志留に朱合点
25，ねぶる　字鏡に舚ﾊ弥夫留とあり （下巻 44 丁オ）
　　宣長自写本：舚　他念反去舌出也祢夫留 （20 丁オ上段）
※祢夫留に朱合点
26，あざるゝ　字鏡に ﾊ魚肉爛也阿佐礼太利とあり （下巻 49 丁ウ）
　　宣長自写本： 　七 反魚肉爛也臭也豆久佐之又阿佐礼太利 （７丁ウ上段）
※豆久佐之に朱合点，阿佐礼太利に朱合点




















15・16・17・18・19・20・21・22・24・25・27 の 17 例であった。この 17 例中，『詞八衢』
と「宣長自写本」の間で，掲出字と和訓とも異同が認められないのは，01・03・06・07・
10・18・19・20・21・22・27 の 11 例である。また，これら 11 例に記載された和訓はす
べて「宣長自写本」において朱合点が付された和訓であった。




















































































































































































11 宣長の『日記』寶暦 13 年 12 月 28 日に「去五月，江戸岡部衛士賀茂縣主賀茂真淵当所一宿之節，初対面，
其後状通入門，今日有許諾之返事」とある。
12 ※以下は筆者注
13 続けて「これのみにて外になしもしは加の字の脱（ｵﾁ）たるにはあらざるか」とある。
渡　辺　さゆり
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14 03「なへぐ」に対しては「足奈戸久馬」と万葉仮名だけの表記形式ではないが，宣長の朱合点が付さ
れている。
15 京都大学文学部国語国文学研究室編『天治本新撰字鏡（増訂版）』を使用テキストとした。
16 京都大学文学部国語国文学研究室編『天治本新撰字鏡（増訂版）』を使用テキストとした。
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